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田た

中な
か

照て
る

子こ

が
問
う

安
全
・
安
心
で
健

康
寿
命
日
本
一
を

金か
ね

子こ

美よ
し

登の
り

が
問
う

森
里
川
海
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
参
加
は

Ｑ
会
員
数
の
減
少
・
原
因
を
探
り
、
会
員
増

強
を
行
な
う
方
法
は
。

Ａ
長
生
き
支
援
課
長　

平
成
23
年
度
の
加
入

率
37
・
４
％
に
対
し
、
平
成
28
年
度
は

20
・
３
％
で
す
。
原
因
は
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
多

様
化
、
現
役
で
活
躍
し
て
い
る
方
の
増
加
、
地
域

意
識
の
低
下
、
老
人
会
の
魅
力
の
低
下
等
が
考
え

ら
れ
ま
す
。
会
員
増
強
に
は
、
各
老
人
会
が
原
因

を
究
明
し
対
応
し
て
い
く
こ
と
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

Ｑ
老
人
会
組
織
の
解
散
を
防
ぐ
方
法
は
。

Ｑ
高
齢
者
が
参
加
し
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
の
支

援
相
談
体
制
と
、
各
団
体
か
ら
の
要
望
は
。

Ａ
生
涯
学
習
課
長　

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
ラ
ジ
オ
体
操
、
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
な
ど
で
す
。
支
援
と
し
て
は
、
大
会
の
開

催
や
運
営
費
補
助
等
で
す
。
要
望
は
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
協
会
か
ら
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
芝
生
化
等
の

要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

Ｑ
高
齢
者
が
安
全
に
ス
ポ
ー
ツ
で
き
る
環
境

整
備
や
、
町
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
の
芝

生
広
場
の
設
置
を
強
く
望
む
が
、
計
画
は
。

Ｑ
環
境
省
の
﹁
森
里
川
海
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹂

へ
の
参
加
は
。

Ａ
環
境
農
林
課
長　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は

町
が
目
指
す
﹁
里
山
文
化
が
育
ん
で
き
た

自
然
を
愛
す
る
持
続
可
能
な
ま
ち　

お
が
わ
﹂
に

通
ず
る
も
の
と
考
え
、
今
後
取
り
組
み
ま
す
。

Ｑ
過
度
の
開
発
等
で
荒
廃
す
る
森
・
里
・
川
・

海
。
人
口
減
少
や
高
齢
化
が
進
行
す
る
中

で
ど
の
よ
う
に
管
理
し
、
地
方
創
生
に
つ
な
げ
る

の
か
。Ａ

に
ぎ
わ
い
創
出
課
長　

去
る
１
月
19
日
に
、

小
川
町
・
寄
居
町
・
東
秩
父
村
の
３
町
村

大お
お
と
ひ
さ
か
ず

戸
久
一
が
問
う

思
い
切
っ
た
老
人

会
対
策
を

環
境
省
は
、
小
川
町

の
環
境
活
動
を
高
く

評
価
し
て
い
ま
す
よ
。

一
般
質
問
の
全
文
は
、﹁
会
議
録
検
索
シ
ス
テ
ム
﹂
で
読
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
﹁
小
川
町
議
会　

会
議
録
﹂
と
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

Ａ
長
生
き
支
援
課
長　

老
人
会
の
数
は
平
成

23
年
度
76
行
政
区
中
53
組
織
で
70
・
７
％
、

28
年
度
は
76
行
政
区
中
39
組
織
で
51
・
３
％
と
減

少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
原
因
は
、﹁
役
員
の
な
り

手
が
い
な
い
﹂﹁
庶
務
が
煩は

ん
ざ
つ雑

で
大
変
だ
﹂
と
聞

き
ま
す
。
解
散
を
防
ぐ
に
は
加
入
者
を
増
や
す
こ

と
が
急
務
で
す
。

Ｑ
町
の
果
た
す
べ
き
役
割
は
。

Ａ
長
生
き
支
援
課
長　

町
で
は
連
合
会
、
単

位
老
人
会
へ
の
補
助
金
、
各
種
大
会
、
講

演
等
に
支
援
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、
健
康

づ
く
り
事
業
な
ど
老
人
会
活
動
に
期
待
が
高
ま
る

中
で
、
こ
れ
ま
で
の
支
援
に
と
ど
ま
ら
ず
、
問
題

点
を
連
合
会
や
長
寿
社
会
運
営
協
議
会
等
と
検
討

し
、
老
人
会
の
よ
り
一
層
の
活
性
化
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

Ａ
町
長　

今
後
、
さ
ま
ざ
ま
な
面
か
ら
研
究

し
ま
す
。

Ｑ
﹁
元
気
ア
ッ
プ
お
が
わ
プ
ラ
ン
﹂
の
食
育

推
進
計
画
の
具
体
的
な
取
り
組
み
と
、
離

乳
食
に
関
す
る
相
談
内
容
と
回
数
は
。

Ａ
健
康
福
祉
課
長　

新
し
く
和
食
を
中
心
に
、

﹁
親
子
ク
ッ
キ
ン
グ
﹂
を
２
年
間
実
施
し
、

参
加
者
も
増
え
て
い
ま
す
。
町
の
給
食
で
は
、
地

産
地
消
を
推
進
し
、
野
菜
づ
く
り
体
験
な
ど
に
つ

い
て
学
び
、
関
係
各
課
で
食
育
を
推
進
。
さ
ら
に
、

健
康
長
寿
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
事
業
で
も
栄
養
指
導
教

室
を
実
施
し
ま
し
た
。
離
乳
食
の
相
談
内
容
は
多

岐
に
渡
り
、
現
在
、
離
乳
食
体
験
は
年
５
回
で
す
。

Ｑ
町
民
の
安
全
確
保
の
た
め
、
劣
化
が
進
む

町
道
８
０
９
４
号
線
の
改
修
を
。

Ａ
建
設
課
長　

国
道
２
５
４
号
歩
道
整
備
時

に
補
修
を
考
え
て
い
ま
す
。

と
、
和
光
市
と
の
間
で
相
互
交
流
に
関
す
る
共
同

宣
言
を
行
な
い
ま
し
た
。
当
町
は
事
前
協
議
に
お

い
て
、
和
紙
の
紙
す
き
体
験
や
農
作
業
体
験
を
提

案
し
ま
し
た
。
今
後
、
和
光
市
と
の
協
議
を
進
め

る
中
で
、
交
流
人
口
の
増
加
に
つ
な
げ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ
今
年
も
開
催
が
決
ま
っ
て
い
る
﹁
小
川
町

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
フ
ェ
ス
﹂
だ
が
、
環
境
省

か
ら
の
問
い
合
わ
せ
等
は
。

Ａ
環
境
農
林
課
長　

昨
年
９
月
に
小
川
げ
ん

き
プ
ラ
ザ
を
会
場
と
し
て
、
実
行
委
員
会

と
環
境
省
の
共
催
、
町
は
後
援
と
し
て
実
施
さ
れ

ま
し
た
。
そ
し
て
、
今
年
２
月
に
は
環
境
省
の
担

当
職
員
か
ら
電
話
連
絡
を
受
け
、﹁
こ
と
し
も
共

催
の
方
針
が
示
さ
れ
、
開
催
地
で
あ
る
小
川
町
へ

も
説
明
に
出
向
き
た
い
﹂
旨
の
連
絡
を
受
け
て
い

ま
す
。

下小川一区老人会主催の朝のラジオ体操。

グラウンドゴルフの大会前に準備運動をする
元気な高齢者は、現役世代の手本です。

事
務
手
続
簡
略
化
を

と
に
か
く
頼
む
よ
。

健
康
寿
命
延
伸
に
は

運
動
と
食
事
等
の
生

活
習
慣
が
大
切
。

地元ボランティア「刈
かり

援
えん

隊
たい

」により、よみが
えった下里の滝前。

「小川町のおすすめ
　　　　　スポット」

Mini Column
オガワマチのこと
ギカイのこと
一緒に見よう、考えよう

（Ｈ・Ｓさん・43歳）

仙元山を中心とした山道は、
トレイルランニングをする
には最適の場所。最近では
有名選手も足を運んでいる
んですよ。

（Ｃ・Ｈさん・４3歳）

八和田神社。大杉も
すばらしいが、狛犬
も特徴的。

（Ｓ・Ｎさん・52歳）

蛍の里。幻想的だと
感激されました。




